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-tert-butyl peroxycarbonyl benzophenone (BT2)を新たに導入し、これらの増感
剤添加前後におけるサンプルについて光吸収スペクトル測定および二光束干渉露
光によるホログラム記録を行った。その結果、増感剤添加による誘導期の短縮お
よび回折光動特性における立ち上がり速度の増大を実証するとともに、増感剤添
加後もZrO2ナノ微粒子分散ホログラフィックフォトポリマー本来の透明性が維持
され膜厚1mm程度の均一なホログラム記録が可能であることを示した。また、記録
感度の増感剤添加濃度依存性および露光強度依存性を究明した結果、BT2/NPG添加
濃度の増加に伴った記録感度の向上および増感剤添加による記録露光強度の低減
化を実証した。その具体的な値を述べると、増感剤添加前において150mW/cm2の露
光で300cm/J程度の記録感度が得られたのに対し、添加後において20mW/cm2の露光
で2000cm/J程度の記録感度が得られており、添加後の記録感度の実現値がホログ
ラフィック光メモリ用記録材料に要求される値(300～3000cm/J)を過不足無く満
足した。飽和屈折率変調Δnsatの値に関しては、BT2/NPG添加前後でほとんど変わ
らず、その値は最も低かった20mW/cm2の露光時で5.5×10−3程度であった。この 
Δnsatの値についてもホログラフィック光メモリ用記録材料として要求される値
(5×10−3以上)を満足していることが判った。以上より、水素供与体/受容体添加
後のZrO2ナノ微粒子分散ホログラフィックフォトポリマーがホログラフィック光
メモリ用記録材料として実用化可能であることを実証することができた。 
 
 
